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京大東アジアセンターニュースレター   第 329 号
(旧・「京大上海センターニュースレター」) 






○ 読後雑感 ： ２０１０年 第１３回 中国経済特集（その２） 

















































日本の苦境の根源は、円が変動相場通貨であったことである。円が乱高下を繰り返しながら 1985 年の 1






＊8 月 3 日付東方早報に本稿の中国語訳が掲載されている。 
************************************************************************************************* 
読後雑感 ： ２０１０年 第１３回 中国特集（その２） 
    ２０．JUL．１０       
                                                 中小企業家同友会上海倶楽部代表 
東アジアセンター外部研究員(協力会理事) 小島正憲 
 
A．「チャイナ・アズ・ナンバーワン」  関志雄著  東洋経済新報社  ２００９年１０月８日 
B．「中国経済成長の壁」  関志雄・朱建栄編著  勁草書房  ２００９年１０月２５日 
C．「中国経済の真実」  沈才彬著  アートデイズ  ２００９年１１月２０日 
D．「図説 中国力」  矢吹晋著  蒼蒼社  ２０１０年２月１０日 
E．「農民国家中国の限界」  川島博之著  東洋経済新報社  ２０１０年４月１５日 
F．「中国高度成長の構造分析」  何清漣著  勉誠出版  ２０１０年４月２０日 
G．「中国経済論」  堀口正著  世界思想社  ２０１０年５月３０日 




















































































































































 ⇒ この文章の後半の雇用問題に関する記述は、明らかな誤りである。 



















E．川島 ： 傾聴に値する言及なし。 






 ⇒ 至極、当然な意見である。 






































C．沈 ： 注目すべき言及なし。 
D．矢吹 ： 特筆すべき言及なし。 
E．川島 ： 言及なし。 






 ⇒ 至極、当然な意見である。 
Ｈ．肖 ： 特記すべき言及なし。 
 
⑧歴史・文化・思想 
A．関 ： 言及なし。 






















Ｈ．肖 ：  
 ⇒ 本書の大半が、肖氏の回想で占められている。文化大革命以後の中国経済の推移を肖氏の体験を通じて学ぶ
には、それなりの価値を持った著書である。 











読後雑感 ： ２０１０年 第１４回 




１．「小さな会社が中国で儲ける方法」   ２．「必読！ 今、中国が面白い」   ３．「戯れ歌が謡う現代中国」   
４．「すぐに役立つ 中国人とうまくつきあう実践テクニック」   ５．「中国で次に起こることは？」   ６．「これが日本人だ！」   
 
１．「小さな会社が中国で儲ける方法」  仲谷幸嗣著  総合法令出版刊  ２０１０年６月８日発行 






















































 ①                  ②                  ③ 
 出国はまだですか？       ５０年代 手を取り合い     先生より本屋がまし 
 商売はまだですか？       ６０年代 貶め合い       学者より肉屋がまし 
 株はまだですか？        ７０年代 もたれ合い      メスよりカミソリがまし 
 有名人にはまだですか？    ８０年代 騙しあい        研究積むよりうどん屋がまし 
 離婚はまだですか？       ９０年代 つぶし合い 
 ④                      ⑤ 
 毛沢東の幹部は 清廉潔白で     西南地域が明るくなって あの太陽が沈んでいく 
 華国鋒の幹部は 跡形もなく      中国に鄧開拓が現れて 
 鄧小平の幹部は 億万長者       政府に商売奨励し 人民利己的になるばかり 
≪高度成長期≫ 
 ①                      ② 
 北京 中央政府ありまして       北京に行くと 自分の官職の低さを思い知る 
 広東 華僑の故郷ありまして      広州に行くと 自分の胃腸の弱さを思い知る 
 深圳 お隣香港ありまして       深圳に行くと 自分の財布の淋しさを思い知る 
 福建 お隣台湾ありまして       成都に行くと 自分の結婚早過ぎたのを思い知る 
 甘粛、青海 毛思想が頼りです    上海に行くと 若い女毛唐の２号になりたがるのを知る 
                        重慶に行くと 火鍋にケシの殻 減らせないのを知る 
                        遼寧に行くと 失業者が毛主席を敬慕するのを知る 
 ③                     ④ 
 ５０年代 みんな鋼鉄を作った    金の儲け方は知っているが 生き方はわからなくなった 
 ６０年代 みんな飢饉に飢えた    寿命は長く延びているが  生きる楽しみは増えていない 
 ７０年代 みんな農村に行った    宇宙までも征服したのに  内心世界を征服する術なし 
 ８０年代 みんな商売に走った    清らかな空気知っているが  自己の魂汚されてしまった 
 ９０年代 みんな社長になった    われらの収入大きく増えたが  道徳水準しっかり落ちた 
≪最近≫ 
 ①                        ② 
 ５０年代 米をといで野菜を洗う       人から借金する人 貧乏人  国から借金する人 お金持ち 
 ６０年代 水質立派なもの           酒の酒精度見る人 貧乏人  酒のラベル見る人 お金持ち 
 ７０年代 まだまだ安全             創造と発明する人 貧乏人  オリジナル盗む人 お金持ち 
 ８０年代 魚やエビが絶滅し           殺した動物食べる人 貧乏人  生きた猿の脳食べる人 お金持ち 
 ９０年代 オマルのフタさえ洗えない    土地を耕作する人 貧乏人  土地を売買する人 お金持ち 
                           家禽を飼育する人 貧乏人  犬や猫を飼う人 お金持ち 
                           稲や野菜作る人 貧乏人  花や草育てる人 お金持ち 
                           嫁さん欲しい人 貧乏人  ２号３号持てる人 お金持ち 
                           妻を誰かと寝かせる人 貧乏人  誰かの妻と寝る人 お金持ち 
 
４．「すぐに役立つ 中国人とうまくつきあう実践テクニック」  吉村章著  総合法令出版  ２０１０年５月１０日 











































６．「これが日本人だ！」  王志強著  小林さゆり訳  ２００９年９月２４日発行 






























































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2008 年              
 5 月  16.0 21.6 7.7 25.4 198 28.2 40.7 ▲11.0 38.0 18.0 14.9 
 6 月 10.4 16.0 23.0 7.1 29.5 207 17.2 31.4 ▲27.2 14.6 17.3 14.1 
 7 月  14.7 23.3 6.3 29.2 252 26.7 33.7 ▲22.2 38.5 16.3 14.6 
 8 月  12.8 23.2 4.9 28.1 289 21.0 23.0 ▲39.5 39.7 15.9 14.3 
 9 月 9.9 11.4 23.2 4.6 29.0 294 21.4 21.2 ▲40.3 26.0 15.2 14.5 
10 月  8.2 22.0 4.0 24.4 353 19.0 15.4 ▲26.1 ▲0.8 15.0 14.6 
11 月  5.4 20.8 2.4 23.8 402 ▲2.2 ▲18.0 ▲38.3 ▲36.5 14.7 13.2 
12 月 9.0 5.7 19.0 1.2 22.3 390 ▲2.8 ▲21.3 ▲25.8 ▲5.7 17.8 15.9 
2009 年             
1 月    1.0  391 ▲17.5 ▲43.1 ▲48.7 ▲32.7 18.7 18.6 
2 月  （3.8） (15.2) ▲1.6 (26.5) 48 ▲25.7 ▲24.1 ▲13.0 ▲15.8 20.5 24.2 
3 月 6.1 8.3 14.7 ▲1.2 30.3 186 ▲17.1 ▲25.1 ▲30.4 ▲9.5 25.5 29.8 
4 月  7.3 14.8 ▲1.5 30.5 131 ▲22.6 ▲23.0 ▲33.6 ▲20.0 25.9 27.1 
5 月  8.9 15.2 ▲1.4 (32.9) 134 ▲22.4 ▲25.2 ▲32.0 ▲17.8 25.7 28.0 
6 月 7.9 10.7 15.0 ▲1.7 35.3 83 ▲21.4 ▲13.2 ▲3.8 ▲6.8 28.5 31.9 
7 月  10.8 15.2 ▲1.8 (32.9) 106 ▲23.0 ▲14.9 ▲21.4 ▲35.7 28.4 38.6 
8 月  12.3 15.4 ▲1.2 (33.0) 157 ▲23.4 ▲17.0 ▲2.05 7.0 28.5 31.6 
9 月 8.9 13.9 15.5 ▲0.8 (33.4) 129 ▲15.2 ▲3.5 10.6 18.9 29.3 31.7 
10 月  16.1 16.2 ▲0.5 (33.1) 240 ▲13.8 ▲6.4 ▲6.2 5.7 29.5 31.7 
11 月  19.2 15.8 0.6 (32.1) 191 ▲1.2 26.7 10.0 32.0 29.6 34.8 
12 月 10.7 18.5 17.5 1.9 (30.5) 184 17.7 55.9 9.7 -44.6 27.6 31.7 
2010 年             
1 月    1.5  142 21.0 85.6 24.7 7.8 26.0 29.3 
2 月  (20.7) (17.9) 2.6 (26.6) 76 45.7 44.7 2.5 1.1 25.5 27.2 
3 月 11.9 18.1 18.0 2.4 26.3 ▲72 24.2 66.4 28.1 12.1 22.5 21.8 
4 月  17.8 18.5 2.8 25.4 17 30.4 50.1 21.3 24.7 21.5 22.0 
5 月  16.5 18.7 3.1 25.4 195 48.4 48.9 29.3 27.5 21.0 21.5 
6 月 10.3 13.7 18.3 2.9 24.9 200 43.9 34.6 8.3 39.6 18.5 18.2 
 
注：1.①「実質 GDP 増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
